
〒285-8741 千葉県佐倉市下志津564番地1 / TEL：043-462-8811㈹ / FAX：043-462-8820㈹ / URL   http://www.sakura.med.toho-u.ac.jp発行 広報委員会・東邦佐倉会事務局

教 授　鈴木 啓悦

東邦大学医療センター佐倉病院　泌尿器科

『地域中核病院としての総合的な、そして大学病院
 ならではの専門的な泌尿器科診療を行っています。』

医療連携・患者支援センター
診療についてのお問い合わせ先

月～金曜日　9：00～17：00　　土曜日（第3土曜日除く）　9：00～13：00

043-462-8770TEL 043-461-2721FAX

泌尿器科では検査・手術に内視鏡が多く使
用されていますが、当院では体にやさしい診
療を心掛けています。外来では電子スコープ
の軟性内視鏡システムほか、新型の超音波装
置も導入され、より精度の高い低侵襲の診断
が可能になりました。経尿道的手術システム
（TUR セット）を 5 セット導入し、うち 3 セッ
トは、生理食塩水で手術可能なTURバイポー
ラ・システムにより、長時間の手術でも水中
毒が予防できます。

また、泌尿器科専用の3Dハイビジョン腹腔
鏡手術システムを導入し、副腎・腎・前立腺
などの疾患に対して、千葉県内有数の腹腔鏡
センターとしての診療機能も合わせ持っており
ます。泌尿器腹腔鏡技術認定医も 5 名在籍

【はじめに】泌尿器科は泌尿器腹腔鏡センターも併設し、最先端の内視鏡・腹腔鏡手術を行っ
ています。また腎癌・前立腺癌・膀胱癌などの癌領域のみならず、尿路結石・排尿機能・
内分泌疾患・男性機能・尿路感染症など泌尿器科全般に対応しております。また各種専門
外来も開設し、院内他診療科との連携もふくめて大学病院ならではの専門性の高い診療を
通じて、患者さんの疾患特異性にあわせたきめ細かい診療を提供しています。

泌尿器科は最新機器による、患者さんに最適な治療を心がけています。
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すべての癌を対象に、腹腔鏡手術による低
侵襲治療のほか、進行癌では分子標的薬や
抗癌剤治療を積極的に取り入れ、外来化学
療法室も活用して、集学的な癌治療を提供
しております。
特に小職の専門である前立腺癌につきまして
は、1年間で 50名以上の根治的前立腺全摘
除術（腹腔鏡手術も施行）を施行している
ほか、ワーキンググループで中心的役割を果
たしております放医研の重粒子線治療につい
ても、引き続き多くの患者さんのフォローを
含めて診療を担当させていただいております。
3テスラMRI の活用や新規薬剤の臨床試験
も複数施行しており、前立腺癌診療に関し
ては県内有数のレベルと自負しております。

【おわりに】泌尿器科疾患はご高齢者に多い
病気です。治療にあたってもより正確な全身
状態の把握と、より低侵襲な治療が必須と
なります。当院では泌尿器科指導医7名およ
び専門医 9名を中心に14名の医師がそれぞ
れの専門性を生かしながら、全人的な泌尿
器科診療を心掛けて参ります。

しており、手術創の小さな腹腔鏡手術を年間
60例以上行っております。

救急疾患で多い尿路結石の治療については
従来の体外衝撃波結石破砕機（ESWL）に加
え、平成 22年度より、レーザー治療装置・軟
性尿管鏡、経尿管的結石破砕術（TUL）・経
皮的腎結石破砕術（PNL）も導入しました。
またESWLの機械も平成 23 年 7月に最新
機器に更新し、より正確でよりパワフルな砕
石が可能になりました。

② 尿路結石治療

③ 癌診療

① 最新機器による内視鏡・腹腔鏡手術

す ず き　   ひ ろ よ し

平成 29年 10月 1日改訂

図1　最新内視鏡機器による診断と治療

図2　腎癌手術での、従来の開放手術の創
　　 （赤線）と、腹腔鏡手術の創（○△□部）

図3　新しいESWL装置（STORZ MEDICAL社製
　モデュリスSLX-F2）と経皮的腎結石破砕術（PNL）

図 4　患者さん向けおよび医療者向けの
　　  前立腺癌に関する書籍
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※火曜日を除く午後は予約制にて各種専門外来を行っております。
宗本 若井 米田 宗本

李 交代制



教 授　鈴木 康夫
『当病院の消化器センターは、あらゆる消化器系疾患に対し
 適切かつ迅速に対応できる高度な診療体制が整備されています』

平成 29年 10月 1日改訂

患者目線に立った最高の医療を提供します。
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【はじめに】当消化器センターは、逆流性食道炎や食道癌に代表される各種食道疾患からヘリ
コバクターピロリ感染症や胃潰瘍・十二指腸潰瘍・胃癌にいたる各種上部消化管疾患、大腸
ポリープ・大腸癌といった下部消化管疾など各種消化管疾患の診断治療、B・C 型肝炎から
肝臓癌、胆のう炎・胆道癌、膵炎・膵臓癌の診断治療、そして潰瘍性大腸炎・クローン病・
腸管型ベーチェット病という炎症性腸疾患など幅広い消化器疾患を対象とした高度かつ集約的
診療を行っています
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医療連携・患者支援センター
診療についてのお問い合わせ先

月～金曜日　9：00～17：00　　土曜日（第3土曜日除く）　9：00～13：00

043-462-8770TEL 043-461-2721FAX

〔初　　診〕

〔再　　診〕

菊地 古川 長村 岩佐 佐々木 中村 勝俣 岩下 山田 柴本
竹内髙田 鈴木鈴木 髙田 竹内 宮村（午後）

古川
鈴木 鈴木岩佐 竹内 鈴木

岩下中村 勝俣 柴本 山田 佐々木 長村 菊地
青木（非常勤）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日消化器内科

東邦大学医療センター佐倉病院　消化器内科
す ず き　     や す お

炎症性腸疾患：現在、約 2,000人の潰瘍
性大腸炎と約 800 人のクローン病患者さ
んが通院加療する全国有数の基幹施設と
認知されています。あらゆる治療法の実施
が可能で、特に抗体製剤・免疫抑制療法・
血球成分吸着除去療法といった新規治療
法を積極的に導入しその実績数は本邦トッ
プクラスに位置しています。診断法として
は、従来からの内視鏡検査に加え小腸内
視鏡検査や CT や MRI を応用した新規画
像診断法を実施しています。手術を必要と
する場合は、当院消化器外科により患者さ
んに優しい腹腔鏡手術を原則に実施してい
ます。新規治療法開発に積極的に寄与す

能にしています。
小腸・大腸疾患：年間7,000件を超す小腸・
大腸内視鏡検査を実施し、数多くの内視
鏡治療を実施しています。
肝疾患：B 型・C 型肝炎ウイルス性慢性肝
炎に対するインターフェロン療法と核酸合
成阻害剤を組み合わせた強化療法は県内有
数の実績数です。肝癌に対しては超音波・
CT・MRI を用いた最新診断法を実施し、
ラジオ波焼灼療法・肝動脈塞栓化学療法を
中心にした集約的治療を実践しています。
内視鏡診断：診断能力向上を目指す特殊
光観察法を加えた上部内視鏡検査、下部
内視鏡検査、カプセル・バルーン小腸内
視鏡検査は県内有数の実績数です。さら
に CT・MRI を応用した新たな小腸・大
腸診断法を県内で初めて実施しています。
内視鏡治療：従来から数多くの胃・大腸
ポリープや早期胃癌・大腸癌に対する内視
鏡的切除術を実施しており、最近では広
範囲で内視鏡的切除不能とされた早期胃
癌・大腸癌の完全切除を可能にする新規
治療法の内視鏡的粘膜下層剥離術を開始
しています。

る目的で、国際共同治験の一員としても国
内有数の治験実施病院となっています。ま
た、難病である腸管型ベーチェット病患者
さんも数多く診療しています。

食道疾患：数多くの逆流性食道炎患者さ
んを診療しています。食道癌においては、
早期の場合は内視鏡的粘膜剥離術による
内視鏡的治癒切除を可能にしています。
進行癌に対しては抗癌剤療法さらに狭窄症
状高度な場合はステント挿入による拡張術
を行っています。
胃疾患：胃・十二指腸潰瘍におけるピロリ
菌感染検査を積極的に実施し、除菌療法
を実施しています。特殊光などを用いた微
細診断法による早期胃癌の発見に努め、
それら早期癌対し内視鏡的根治切除を可

診 療 実 績

図3　早期胃癌内視鏡的粘膜下層剥離術

図2　腫瘍壊死因子（TNF）は、複数の経路で
炎症性腸疾患の発生および活動性を促進する
（出典）：Holtmann et al. Z Gastroenterol. 2002;40:587-600

※消化器内科を受診の際には、紹介状をご用意ください。

図1　（上）クローン病 年度別患者数
　　　（下）潰瘍性大腸炎病 年度別患者数
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